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令和5年度ヤングケアラー支援に向けた実態調査結果

調査票 領域 対象者
大阪府内に所在する以下の事業所の専門職 対象者数 有効回答 有効回答率

1-1

児童領域

保育所又は幼保連携型認定こども園所長・園長又は主任保育士・主幹保育教諭 1,595 458 28.7%

1-2 保育所又は幼保連携型認定こども園 保育士・保育教諭 34,678 346 1.0%

2-1

生活保護領域

福祉事務所等の職員（査察指導員） 298 50 16.8%

2-2 福祉事務所等の職員（現業員（地区担当員）） 1,793 123 6.9%

1. 実態調査の概要
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【目 的】 大阪府におけるヤングケアラー支援策の検討にあたり、ヤングケアラーと接する可能性のある福祉専門職の認識や事例等を調査・把握する。
【調 査 者 】 大阪府（福祉部地域福祉推進室地域福祉課）及び大阪公立大学現代システム科学研究科濱島 淑惠准教授（代表）関西福祉科学大学社会福祉学部 南 多恵子准教授、

大阪歯科大学医療保健学部 尾形 祐己助教、神 光一郎教授及び同 髙井 裕二講師による合同で実施 ※所属及び役職は調査実施時のもの

【調査時期】 令和６年１月17日（水曜日）から令和６年２月16日（金曜日）まで ※令和6年1月現在の状況について回答

【回答方法】 インターネットによる回答フォームから回答

【対象者数及び有効回答率】
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聞いたことがあり、

意味も知っている

95.4%

聞いたことがあるが、

意味はわからない

2.2%

聞いたことはない

2.4%

➤ ヤングケアラーという言葉を聞いたことがありますか（n=458）
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２. 保育所又は幼保連携型認定こども園の調査結果（速報）
（1）ヤングケアラーに関する認知度

➤ ヤングケアラーという言葉を聞いたことがありますか（n＝346）

聞いたことがあり、

意味も知っている

74.6%

聞いたことがあるが、

意味はわからない

13.9%

聞いたことはない

11.6%

◆ ヤングケアラーという言葉について、所長・園長又は主任保育士・主幹保育教諭は９割以上が、保育士・保育教諭は７割以上が「聞いたことがあり、意味も知っている」と回
答した。

所長・園長又は主任保育士・主幹保育教諭 保育士・保育教諭
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➤ これまでに施設としてヤングケアラーへの支援や関わりはありましたか（n＝458）

ある

10.7%

ない

88.6%

答えたくない

0.7%
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２. 保育所又は幼保連携型認定こども園の調査結果（速報）
（2）ヤングケアラーへの支援や関わり

➤ これまでにヤングケアラーへの支援や関わりはありましたか（n＝346）

ある

6.6%

ない

91.6%

答えたくない

1.7%

◆施設として、又は、保育士・保育教諭として、ヤングケアラーへの支援や関わりの経験の有無について尋ねたところ、所長・園長又は主任保育士・主幹保育教諭は１０.7％が、
保育士・保育教諭は6.6％が「ある」と回答した。

所長・園長又は主任保育士・主幹保育教諭 保育士・保育教諭
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２.  保育所又は幼保連携型認定こども園の調査結果（速報）
（3）ヤングケアラーへの支援や関わりの内容

➤ 支援や関わりの内容【複数選択】（n＝49）

61.2%

63.3%

83.7%

24.5%

0.0%

0.0%

22.4%

71.4%

16.3%

8.2%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

話を聞く

子どもが担っているケアについての状況把握

継続的な見守り、声かけ

頑張りをほめる

家族として当たり前だと伝える

家族を手伝うよう促す

子ども自身の意思を確認する

施設内で情報を共有する

ヤングケアラーの意思を家族、学校、施設等に対して代弁

する

その他

わからない

答えたくない

➤ 支援や関わりの内容【複数選択】 【複数選択】（n＝23）

56.5%

65.2%

60.9%

39.1%

0.0%

0.0%

26.1%

60.9%

8.7%

13.0%

8.7%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

話を聞く

子どもが担っているケアについての状況把握

継続的な見守り、声かけ

頑張りをほめる

家族として当たり前だと伝える

家族を手伝うよう促す

子ども自身の意思を確認する

施設内で情報を共有する

ヤングケアラーの意思を家族、学校、施設等に対して代弁

する

その他（選択すると自由記述欄が表示されます）

わからない

答えたくない

◆ ヤングケアラーへの支援や関わりの経験の有無について「ある」と回答した者に、ヤングケアラー自身への支援や関わりの内容を尋ねたところ、所長・園長又は主任保育
士・主幹保育教諭は、「継続的な見守り、声かけ」が83.7％と最も多く、「施設内で情報を共有する」「子どもが担っているケアについての状況把握」と続いた。

◆ 保育士・保育教諭は、「子どもが担っているケアについての状況把握」が65.2％と最も多く、「継続的な見守り、声かけ」「施設内で情報を共有する」と続いた。

所長・園長又は主任保育士・主幹保育教諭 保育士・保育教諭
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➤ ヤングケアラーの家族への支援や関わりの内容【複数選択】 （n＝23）

69.6%

82.6%

52.2%

47.8%

34.8%

21.7%

4.3%

4.3%

60.9%

8.7%

8.7%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

保護者の話を聞く

状況を把握する

子どもの施設での様子を伝える

抱える問題や悩みについて聞く

保護者に担ってほしい役割を促す

使える福祉、医療のサービス、制度について伝える

サービス、制度の利用を手伝う

家族内の関係や役割の調整をする

施設内で情報を共有する

その他

わからない

答えたくない
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2. 保育所又は幼保連携型認定こども園の調査結果（速報）
（4）ヤングケアラーの家族への支援や関わりの内容

77.6%

91.8%

61.2%

49.0%

0.0%

38.8%

12.2%

6.1%

63.3%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

保護者の話を聞く

状況を把握する

子どもの施設での様子を伝える

抱える問題や悩みについて聞く

親に担ってほしい役割を促す

使える福祉、医療のサービス、制度のついて伝える

サービス、制度の利用を手伝う

家族内の関係や役割の調整をする

施設内で情報を共有する

その他

わからない

➤ ヤングケアラーの家族への支援や関わりの内容【複数選択】 （n＝49）

◆ ヤングケアラーへの支援や関わりの経験の有無について「ある」と回答した者に、ヤングケアラーの家族への支援や関わりの内容を尋ねたところ、所長・園長又は主任保
育士・主幹保育教諭は、「状況を把握する」が91.8％と最も多く、「保護者の話を聞く」「施設内で情報を共有する」と続いた。

◆ 保育士・保育教諭も同様に、「状況を把握する」が82.6％と最も多く、「保護者の話を聞く」「施設内で情報を共有する」と続いた。

所長・園長又は主任保育士・主幹保育教諭 保育士・保育教諭
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➤ ヤングケアラーの支援において連携したことがある他機関、施設等【複数選択】（n＝
49）

44.9%

2.0%

0.0%

4.1%

0.0%

12.2%

0.0%

44.9%

8.2%

18.4%

12.2%

2.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

児童福祉施設

救護施設

高齢者福祉施設

障がい者福祉施設

子ども食堂、学習支援、居場所づくりなどを行う民間の支

援団体と連携する

民生委員・児童委員

医療機関・施設と連携する

学校やスクールソーシャルワーカー

社会福祉協議会

その他

わからない

答えたくない
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２. 保育所又は幼保連携型認定こども園の調査結果（速報）
（5）ヤングケアラー支援における他機関、施設との連携

➤ ヤングケアラーの支援において連携したことがある他機関、施設等【複数選択】 （n＝
23）

34.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

4.3%

0.0%

17.4%

0.0%

4.3%

47.8%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

児童福祉施設

救護施設

高齢者福祉施設

障がい者福祉施設

子ども食堂、学習支援、居場所づくりなどを行う民間の支

援団体

民生委員・児童委員

医療機関・施設

学校やスクールソーシャルワーカー

社会福祉協議会

その他

わからない

答えたくない

◆ ヤングケアラーへの支援や関わりの経験の有無について「ある」と回答した者に、ヤングケアラーの支援において連携したことがある他機関、施設等を尋ねたところ、所
長・園長又は主任保育士・主幹保育教諭は、「児童福祉施設」及び「学校やスクールソーシャルワーカー」が44.9％と最も多く、「民生委員・児童委員」「わからない」と続い
た。

◆ 保育士・保育教諭は、「わからない」が47.8％と最も多く、「児童福祉施設」「学校やスクールソーシャルワーカー」と続いた。

所長・園長又は主任保育士・主幹保育教諭 保育士・保育教諭
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➤ ヤングケアラーの発見・支援において、妨げになっている(なるだろう)と思うこと【複数
選択】（n＝458）
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２. 保育所又は幼保連携型認定こども園の調査結果（速報）
（6）ヤングケアラーの発見・支援で妨げになっている（なるだろう）と思うこと

➤ ヤングケアラーの発見・支援において、妨げになっている(なるだろう)と思うこと【複数
選択】 （n＝346）

17.9%

15.9%

67.0%

9.2%

9.8%

33.8%

22.3%

14.6%

12.7%

15.1%

12.7%

34.5%

2.6%

9.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

ヤングケアラーの施設利用が滞りがちで接点が少ない

保護者との接点が少ない

家庭内のことに入り込むことが難しい

自分の業務、施設の役割に入っていないため難しい

ヤングケアラーのためのアセスメントシート等がないと難しい

どのようなケースをヤングケアラーとみなすか判断が難しい

どのように関わり、支援すればよいかわからない

ヤングケアラー支援の窓口がない

ヤングケアラーを支援するサービスがない

ヤングケアラー支援の社会資源に関する情報がない

他機関・事業との連携が難しい

個人情報の保護との兼ね合いが難しい

その他

特に妨げになることはない

17.1%

17.9%
71.7%

9.5%

9.2%

41.6%

39.0%

16.5%

13.0%

14.5%

9.5%

32.9%

2.0%

4.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

ヤングケアラーの施設利用が滞りがちで接点が少ない

保護者との接点が少ない

家庭内のことに入り込むことが難しい

自分の業務、施設の役割に入っていないため難しい

ヤングケアラーのためのアセスメントシート等がないと難しい

どのようなケースをヤングケアラーとみなすか判断が難しい

どのように関わり、支援すればよいかわからない

ヤングケアラー支援の窓口がない

ヤングケアラーを支援するサービスがない

ヤングケアラー支援の社会資源に関する情報がない

他機関・事業との連携が難しい

個人情報の保護との兼ね合いが難しい

その他

特に妨げになることはない

◆ ヤングケアラーの発見・支援において、妨げになっている(なるだろう)と思うことを尋ねたところ、所長・園長又は主任保育士・主幹保育教諭は、「家庭内のことに入り込
むことが難しい」が67.0％と最も多く、「個人情報の保護との兼ね合いが難しい」「どのようなケースをヤングケアラーとみなすか判断が難しい」と続いた。

◆ 保育士・保育教諭は、「家庭内のことに入り込むことが難しい」が71.7％と最も多く、「どのようなケースをヤングケアラーとみなすか判断が難しい」「どのように関わり、
支援すればよいかわからない」と続いた。

所長・園長又は主任保育士・主幹保育教諭 保育士・保育教諭
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➤ ヤングケアラーへの支援で、あなたの職種として現在もできている又は将来的にできそ
うな取組み【複数選択】 （n＝346）

78.9%

55.8%

63.6%

21.7%

13.0%

53.2%

16.5%

25.4%

3.8%

24.3%

21.1%

21.1%

8.4%

13.6%

6.9%

9.5%

0.6%

7.2%

0.0%

0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

ヤングケアラーの様子を見守る、気に掛ける

ヤングケアラーのケアの話や悩み、愚痴を聞く

ヤングケアラーに関する情報を施設内で共有する

ヤングケアラーの意思を確認し、学校や家族に代弁する

ヤングケアラーのニーズ、問題をアセスメントする

家族の話を聞く

家族のニーズ、問題をアセスメントする

家族に使えるサービスや制度について情報を提供する

家族内の関係や役割の調整をする

ヤングケアラーの支援の窓口、機関に連絡する

ヤングケアラーの学校（就学予定も含む）と連携する

卒園後も継続して相談にのる、話を聞く

ヤングケアラーたちが集まるつどい、イベント等を紹介する

地域の子ども食堂等、食事支援に関する情報提供

地域の学習支援に関する情報提供

ヤングケアラーが息抜きをするための機会の提供

その他（選択すると自由記述欄が表示されます）

わからない

答えたくない

当てはまるものはない
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２. 保育所又は幼保連携型認定こども園の調査結果（速報）
（7）ヤングケアラーへの発見・支援で、できている（できそう）と思われること

➤ ヤングケアラーへの支援で、施設として現在もできている又は将来的にできそうな取組
み【複数選択】（n＝458）

79.7%

57.2%

73.1%

31.9%

16.6%

61.8%

24.0%

0.0%

7.2%

40.6%

33.0%

0.0%

5.0%

19.4%

11.1%

6.1%

38.0%

0.7%

3.9%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ヤングケアラーの様子を見守る、気に掛ける

ヤングケアラーのケアの話や悩み、愚痴を聞く

ヤングケアラーに関する情報を施設内で共有する

ヤングケアラーの意思を確認し、学校や家族に代弁する

ヤングケアラーのニーズ、問題をアセスメントする

家族の話を聞く

家族のニーズ、問題をアセスメントする

家族に使えるサービスや、制度について情報を提供する

家族内の関係や役割の調整をする

ヤングケアラーの支援の窓口、機関に連絡する

ヤングケアラーの学校（就学予定も含む）と連携する

退所後も継続して相談にのる、話を聞く

ヤングケアラーたちが集まるつどい、イベント等を紹介する

地域の子ども食堂等、食事支援に関する情報提供

地域の学習支援に関する情報提供

ヤングケアラーが息抜きをするための機会の提供

職員にヤングケアラーに関する研修会等への参加を促す

その他

わからない

答えたくない

当てはまるものがない

◆ ヤングケアラーへの支援で、施設として現在もできている又は将来的にできそうな取組みを尋ねたところ、所長・園長又は主任保育士・主幹保育教諭は、「ヤングケアラー
の様子を見守る、気に掛ける」が79.7％と最も多く、「ヤングケアラーに関する情報を施設内で共有する」「家族の話を聞く」と続いた。

◆ 保育士・保育教諭は、 「ヤングケアラーの様子を見守る、気に掛ける」が78.9％と最も多く、「ヤングケアラーに関する情報を施設内で共有する」「ヤングケアラーのケアの
話や悩み、愚痴を聞く」と続いた。

所長・園長又は主任保育士・主幹保育教諭 保育士・保育教諭



令和5年度ヤングケアラー支援に向けた実態調査結果

➤ 事例数：26

➤ サポートを必要とする家族の状態【複数選択】（n＝54）

5.6%

0.0%

0.0%

57.4%

7.4%

16.7%

1.9%

13.0%

3.7%

0.0%

1.9%

5.6%

5.6%

0.0%

14.8%

5.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

病気

認知症

高齢である

幼いため世話が必要である

身体障がい、または身体的な機能の低下

精神疾患や精神障がい、または精神的に不安定

知的障がい

発達障がい

日本語が苦手（外国の出身である等の理由で）

アルコール依存

その他の依存

仕事が忙しい

慢性的な疲労状態

口腔のトラブルがある

その他

わからない

9

２. 保育所又は幼保連携型認定こども園の調査結果（速報）
（8）過去5年以内に関わったケースの状況

◆ 過去５年以内に関わったヤングケアラーのケースは26件の回答があり、サポートを必要する家族の人数は54人であった。
◆ ヤングケアラーの年齢は、13～15歳の中学生世代が多かった。
◆ サポートを必要とする家族の続柄は「弟・妹」が57.4％と最も多く、次いで「母」「兄・姉」と続いた。
◆ サポートを必要とする家族の状態を尋ねたところ、「幼いため世話が必要である」が57.4％で最も多く、「精神疾患や精神障がい、または精神的に不安定」「発達障がい」
が続いた。

所長・園長又は主任保育士・主幹保育教諭

➤ ヤングケアラーの年齢（n＝26）

➤ サポートを必要とする家族の人数：54（＊）
＊複数人をサポートをしているケースがある

➤ サポートを必要とする家族の続柄（n＝54）

年齢 人数 割合（全体）％

7歳未満 4 15.4%

７～9歳（小学校低学年） 0 0.0%

10～12歳（小学校高学年） 7 26.9%

13～15歳（中学生） 11 42.3%

16～18歳（高校生相当） 3 11.5%

19～22歳 1 3.8%

23～29歳 0 0.0%

わからない 0 0.0%

無回答 0 0.0%

回答者数 26 100.0%

人数 割合（全体）％

父 1 1.9%

母 13 24.1%

兄・姉 7 13.0%

弟・妹 31 57.4%

祖父 0 0.0%

祖母 0 0.0%

叔父 0 0.0%

叔母 0 0.0%

その他 2 3.7%

わからない 0 0.0%

回答者数 54 100.0%



令和5年度ヤングケアラー支援に向けた実態調査結果

➤ ヤングケアラーという言葉を聞いたことがありますか（n＝50）

聞いたことがあり、

意味も知っている

100%

10

３. 生活保護担当の調査結果（速報）
（1）ヤングケアラーに関する認知度

➤ ヤングケアラーという言葉を聞いたことがありますか（n＝123）

◆ ヤングケアラーという言葉について、査察指導員は全員が、現業員（地区担当員）は9割以上が「聞いたことがあり、意味も知っている」と回答した。

査察指導員 現業員（地区担当員）

聞いたことがあり、

意味も知っている

90.2%

聞いたことがあるが、

意味はわからない

5.7%

聞いたことはない

3.3%

答えたくない

0.8%



令和5年度ヤングケアラー支援に向けた実態調査結果

➤ あなたの担当している世帯の中に「ヤングケアラー」はいますか（n＝123）

いる

32.5%

いない

52.0%

わからない

13.8%

答えたくない

1.6%

11

３. 生活保護担当の調査結果（速報）
（2）ヤングケアラーへの支援や関わり

➤ あなたの所属で担当している世帯の中に「ヤングケアラー」はいますか（n＝50）

いる

36.0%

いない

26.0%

わからない

38.0%

◆所属で担当している、又は、担当している世帯の中に「ヤングケアラー」がいるか尋ねたところ、査察指導員は36.0％が、現業員（地区担当員）は32.5％が「いる」と回答し
た。

査察指導員 現業員（地区担当員）



令和5年度ヤングケアラー支援に向けた実態調査結果

➤ ヤングケアラーの支援において連携したことがある他機関、施設等について／行政の部
署【複数選択】（n＝50）

46.0%

4.0%

22.0%

20.0%

2.0%

8.0%

36.0%

2.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

児童福祉関連

高齢者福祉関連

障がい者福祉関連

生活困窮関連

ハローワーク

その他

わからない

答えたくない

➤ ヤングケアラーの支援において連携したことがある機関、施設等について／事業所関
係【複数選択】（n＝50）

18.0%

0.0%

2.0%

4.0%

14.0%

16.0%

6.0%

44.0%

14.0%

10.0%

36.0%

2.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

児童福祉施設

救護施設

高齢者福祉施設

障がい者福祉施設

子ども食堂、学習支援、居場所づくりなどを行う…

民生委員・児童委員

医療機関・施設

学校やスクールソーシャルワーカー

社会福祉協議会

その他

わからない

答えたくない
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３. 生活保護担当の調査結果（速報）
（3）ヤングケアラー支援における他機関、施設との連携

◆ ヤングケアラーの支援において連携したことがある他機関、施設等について査察指導員に尋ねたところ、行政の部署では「児童福祉関連」が最も多く、事業所関係では
「学校やスクールソーシャルワーカー」が多かった。

査察指導員



令和5年度ヤングケアラー支援に向けた実態調査結果

➤ ヤングケアラーの発見・支援において、妨げになっている(なるだろう)と思うこと【複数
選択】（n＝50）

62.0%

34.0%

18.0%

8.0%

32.0%

26.0%

10.0%

26.0%

12.0%

6.0%

4.0%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

訪問時に、ヤングケアラーと会う機会、接点がない

ケアを受けていた方とヤングケアラーの利害が対立するこ

とがある

自分の業務内容に入っていないと難しい

ヤングケアラーのアセスメントシート等がないと難しい

どのような世帯をヤングケアラーとみなすか判断が難しい

どのようにかかわり、支援すればよいかわからない

ヤングケアラー支援の窓口がわからない

ヤングケアラーを支援する社会資源がわからない

個人情報の保護に抵触するため、他機関との連携が難しい

その他

特に妨げになることはない

答えたくない

13

３. 生活保護担当の調査結果（速報）
（4）ヤングケアラーの発見・支援で妨げになっている（なるだろう）と思うこと

➤ ヤングケアラーの発見・支援において、妨げになっている(なるだろう)と思うこと【複数
選択】 （n＝123）

60.2%

17.9%

12.2%

8.1%

40.7%

33.3%

26.0%

30.1%

12.2%

6.5%

4.1%

1.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

訪問時に、ヤングケアラーと会う機会、接点がない

ケアを受けていた方とヤングケアラーの利害が対立するこ

とがある

自分の業務内容に入っていないと難しい

ヤングケアラーのアセスメントシート等がないと難しい

どのような世帯をヤングケアラーとみなすか判断が難しい

どのようにかかわり、支援すればよいかわからない

ヤングケアラー支援の窓口がわからない

ヤングケアラーを支援する社会資源がわからない

個人情報の保護に抵触するため、他機関との連携が難しい

その他

特に妨げになることはない

答えたくない

◆ ヤングケアラーの発見・支援において、妨げになっている(なるだろう)と思うことを尋ねたところ、査察指導員は、「訪問時に、ヤングケアラーと会う機会、接点がない」が
62.0％と最も多く、「ケアを受けていた方とヤングケアラーの利害が対立することがある」「どのような世帯をヤングケアラーとみなすか判断が難しい」と続いた。

◆ 現業員（地区担当員）は、「訪問時に、ヤングケアラーと会う機会、接点がない」が60.2％と最も多く、「どのような世帯をヤングケアラーとみなすか判断が難しい」「どのよ
うにかかわり、支援すればよいかわからない」と続いた。

査察指導員 現業員（地区担当員）



令和5年度ヤングケアラー支援に向けた実態調査結果

➤ ヤングケアラーへの支援で、現業員として現在もできている又は将来的にできそうな取
組み【複数選択】（n＝123）

70.7%

56.1%

39.8%

25.2%

45.5%

53.7%

49.6%

54.5%

14.6%

46.3%

42.3%

4.9%

17.9%

17.9%

29.3%

22.0%

0.8%

1.6%

0.8%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

ヤングケアラーの様子を見守る、気に掛ける

ヤングケアラーのケアの話や悩み、愚痴を聞く

ヤングケアラーに関する情報を施設内で共有する

ヤングケアラーの意思を確認し、学校や家族に代弁する

ヤングケアラーのニーズ、問題をアセスメントする

家族の話を聞く

家族のニーズ、問題をアセスメントする

家族に使えるサービスや制度について情報を提供する

家族内の関係や役割の調整をする

ヤングケアラーの支援の窓口、機関に連絡する

ヤングケアラーの学校（就学予定も含む）と連携する

生活保護廃止後も継続して相談にのる、話を聞く

ヤングケアラーたちが集まるつどい、イベント等を紹介する

地域の子ども食堂等、食事支援に関する情報提供

学習支援（生活困窮者制度、地域など）に関する情報提供

ヤングケアラーが息抜きをするための機会の提供

その他（選択すると自由記述欄が表示されます）

わからない

答えたくない

当てはまるものはない
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３. 生活保護担当の調査結果（速報）
（5）ヤングケアラーへの発見・支援でできる（できそう）と思われること

62.0%

32.0%

46.0%

26.0%

28.0%

40.0%

36.0%

40.0%

10.0%

34.0%

40.0%

4.0%

12.0%

24.0%

18.0%

6.0%

28.0%

0.0%

6.0%

0.0%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

ヤングケアラーの様子を見守る、気に掛ける

ヤングケアラーのケアの話や悩み、愚痴を聞く

ヤングケアラーに関する情報を施設内で共有する

ヤングケアラーの意思を確認し、学校や家族に代弁する

ヤングケアラーのニーズ、問題をアセスメントする

家族の話を聞く

家族のニーズ、問題をアセスメントする

家族に使えるサービスや制度について情報を提供する

家族内の関係や役割の調整をする

ヤングケアラーの支援の窓口、機関に連絡する

ヤングケアラーの学校（就学予定も含む）と連携する

生活保護廃止後も継続して相談にのる、話を聞く

ヤングケアラーたちが集まるつどい、イベント等を紹介する

地域の子ども食堂等、食事支援に関する情報提供

地域の学習支援に関する情報提供

ヤングケアラーが息抜きをするための機会の提供

職員にヤングケアラーに関する研修会等への参加を促す

その他（選択すると自由記述欄が表示されます）

わからない

答えたくない

当てはまるものはない

➤ ヤングケアラーへの支援で、所属として現在もできている又は将来的にできそうな取組み【複数選
択】（n＝50）

◆ ヤングケアラーへの支援で、所属又は現業員として現在もできている又は将来的にできそうな取組を尋ねたところ、査察指導員は、「ヤングケアラーの様子を見守る、気
に掛ける」が62.0％と最も多く、「ヤングケアラーに関する情報を施設内で共有する」「家族の話を聞く」「家族に使えるサービスや制度について情報を提供する」「ヤング
ケアラーの学校（就学予定も含む）と連携する」と続いた。

◆ 現業員（地区担当員）は、 「ヤングケアラーの様子を見守る、気に掛ける」が70.7％と最も多く、「ヤングケアラーのケアの話や悩み、愚痴を聞く」 「家族に使えるサービス
や制度について情報を提供する」と続いた。

査察指導員 現業員（地区担当員）



令和5年度ヤングケアラー支援に向けた実態調査結果

➤ ヤングケアラーの年齢（n＝16）

15

３. 生活保護担当の調査結果（速報）
（6）過去5年以内に関わったケースの状況

➤ サポートを必要とする家族の続柄（n＝29） ➤ サポートを必要とする家族の状態【複数選択】 （n＝29）

27.6%

0.0%

0.0%

37.9%

3.4%

48.3%

17.2%

13.8%

0.0%

6.9%

10.3%

0.0%

3.4%

10.3%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

病気

認知症

高齢である

幼いため世話が必要である

身体障がい、または身体的な機能の低下

精神疾患や精神障がい、または精神的に不安定

知的障がい

発達障がい

日本語が苦手（外国の出身である等の理由で）

アルコール依存

その他の依存

仕事が忙しい

慢性的な疲労状態

その他

わからない

◆ 過去５年以内に関わったヤングケアラーのケースは16件の回答があり、サポートを必要する家族の人数は29人であった。
◆ ヤングケアラーの年齢は、16～18歳の高校生相当の世代が多かった。
◆ サポートを必要とする家族の続柄は「弟・妹」が48.3％と最も多く、次いで「母」「父」と続いた。
◆ サポートを必要とする家族の状態を尋ねたところ、「精神疾患や精神障がい、又は精神的に不安定」が48.3％で最も多く、「幼いため世話が必要である」「病気」が続いた。

現業員（地区担当員）

➤ 事例数：16 ➤ サポートを必要とする家族の人数：29（＊）
＊複数人をサポートをしているケースがある

人数 割合（全体）％

7歳未満 0 0.0%

７～9歳（小学校低学年） 1 6.3%

10～12歳（小学校高学年） 3 18.8%

13～15歳（中学生） 4 25.0%

16～18歳（高校生相当） 7 43.8%

19～22歳 1 6.3%

23～29歳 0 0.0%

わからない 0 0.0%

無回答 0 0.0%

回答者数 16 100.0%

人数 割合（全体）％

父 3 10.3%

母 11 37.9%

兄・姉 1 3.4%

弟・妹 14 48.3%

祖父 0 0.0%

祖母 0 0.0%

叔父 0 0.0%

叔母 0 0.0%

その他 0 0.0%

わからない 0 0.0%

回答者数 29 100.0%


